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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、レーザー照射を用いた新しいてんかん外科手術法提案のための調査研究に関する報告で
ある。レーザーのパルスエネルギーと細胞の機能破壊に必要なレーザーの照射時間の関係調査、およ
びレーザー照射による細胞の変性・破壊要因についての検討がされており、レーザー照射がてんかん
外科手術に対して有効であることを示唆している。 
本論文に関し、調査委員から、てんかんの発作抑制方法の一つである局所冷却法とレーザー照射に
よる機能破壊の違い、他のてんかん外科手術法に対するレーザー照射手法の利点、光刺激による細胞
発火のメカニズムなどについて質問がなされたが、いずれも著者から満足な回答が得られた。 
また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明に
よって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本
論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。  
 
 
